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、場

先

月

昭

和

三

十

七

年

度

の

国

十

一

と

を

記

載

し

て

阿

佐

に

提

出

す

る

こ

と

編

成

に

づ

ゐ

て

、

自

分

が

港

湾

協

会

の

↑

る

。

一

に

な

っ

て

い

ま

す

c

全

国

世

話

人

代

表

と

な

り

、

十

日

間

ば

(

滋

湾

は

そ

れ

自

体

の

も

つ

機

紹

と

附

一

O
県
民
税
の
賦
課
徴
枚
に
つ
い
て

か

り

上

京

し

て

予

算

獲

得

運

動

を

や

っ

叫

的

な

施

設

が

必

ず

伴

う

も

の

で

あ

ゑ

一

て

お

っ

た

際

、

港

湾

局

長

か

ら

「

悲

劇

一

能

湾

を

中

心

と

し

た

産

業

施

設

、

大

一

県

民

税

の

賦

課

徴

収

に

つ

い

て

は

、

の
潜
機
浜
港
か
ら
、
夢
の
港
大
洗
滋
に
一
票
ら
夏
毎
v

つ

け

た

工

場

用

地

と

麦

一

従

来

と

お

り

町

民

税

と

併

せ

で

町

で

取

な

っ

て

く

れ

」

と

激

励

さ

れ

た

@

一

藍

の

達

成

川

制

一

戸

、

東

京

と

結

ぶ

輸

一

陶

一

扱

う

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

五
ヶ
年
間
の
整
備
計
闘
に
入
っ
て
閥
語
、
原
研
か
ら
臼
立
港
へ
の
脈
絡
、
一
個
人
の
町
民
税
は
、
県
民
税
と
あ
わ
せ
一
下
段
ぎ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
丸
訪
れ
同
一
一
均
一
一
日
明
肝

駐

抗

措

削

工

諮

問

炉

む

引

け

は

酬

盟

諸

甘

酢

制

一

白

山

町

村

明

一

ト

剛

山

川

崎

一

0
申

告

制

度

に

な

り

ま

し

た

。

一

日

空

お

れ

れ

同

U
U
U
M

与

を
約
束
し
た
の
で
私
達
へ
れ
ば
将
来
の
鹿
島
鉄
道
一
さ
ん
に
も
.
っ
と
も
縁
の
深
い
税
金
で
す
一
町
県
民
税
に
も
申
告
制
度
が
採
用
さ
れ
一
ず
。

以

臨

時

前

日

え

ザ

川

叩

踏

切

れ

わ

忠

一

民

間

見

出

誌

は

釘

M
笹

川

作

品

開

諮

問

す

祝

日

昔

以

上

が

従

来

と

変

っ

た

点

の

あ

ら

ま

運
動
を
や
っ
た
の
で
あ
圃

d
%

は
大
洗
の
姿
も
一
変
す
る
一
を
、
広
く
住
民
の
み
な
さ
ん
に
負
担
じ
一
ら
所
得
控
除
や
税
額
控
除
な
ど
の
翠
側
一
し
で
す
が
、
こ
ん
ど
の
改
正
で
と
く
に

る
そ
う
し
た
運
動
の
一
圏
圃
砂
こ
と
と
思
う
。
一
て
も
ら
い
、
そ
の
負
担
を
通
じ
て
町
政
一
上
必
要
な
こ
と
が
ら
を
申
告
し
て
い
た
一
申
告
を
義
務
づ
け
た
こ
と
は
、
税
金
は

環
と
し
て
大
蔵
省
で
石
』
騒
ト
亦
実
際
問
題
と
し
て
こ
に
関
心
を
も
っ
て
頂
く
こ
と
に
大
切
な
一
だ
ぎ
、
そ
の
申
告
に
基
づ
い
て
課
税
す
一
み
な
さ
ん
の
申
告
に
基
づ
い
て
納
め
て

要

望

会

談

し

た

際

Zdm
信
こ
二
三
年
が
も
っ
と
も
大
一
意
味
が
あ
る
わ
け
で
る
。
一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
↑
い
た
だ
く
と
い
う
い
わ
ゆ
る
民
主
的
な

地
方
港
湾
予
算
の
伸
ひ

E

司
一
!
切
な
時
機
で
は
あ
る
ま
い
一
こ
の
謀
税
の
根
拠
を
定
め
て
い
る
の
一
従
っ
て
、
申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
申
告
納
税
制
度
に
一
歩
前
進
し
た
わ
け
一

川

三

十

七

年

度

は

ぺ

官

B
，

か

、

チ

ャ

ン

ス

と

い

う

も

一

が

地

方

税

法

で

す

が

、

こ

の

一

部

が

改

一

は

じ

め

て

専

従

者

控

除

や

所

得

控

徐

主

で

す

。

一

七
%
し
か
な
い
し
、
こ

B
曽

4

一

の

は

吾

々

一

生

の

中

で

も

一

正

に

な

り

倒

人

前

(

県

)

民

税

の

課

税

一

ど

が

認

め

ら

れ

る

わ

け

で

す

か

ら

、

申

一

一

れ
で
は
ど
う
も
所
得
格
一
そ
う
ザ
ラ
に
あ
る
も
の
で
一
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
大
き
く
改
た
め
一
告
書
は
必
ず
三
月
二
十
日
ま
で
に
提
出
一
昭
和
三
十
七
年
度
の
町
(
県
)
民
税
一

差

の

是

正

と

か

地

方

関

ト

恥

一

藤

は

な

い

。

一

ら

れ

、

昭

和

三

十

七

年

度

か

ら

適

用

さ

一

し

て

下

さ

い

。

↑

の

-

申

告

は

一

二

月

二

十

日

ま

で

で

す

。

一

発
の
拠
点
と
し
て
現
在

E
d

時
代
を
洞
察
し
計
画
を
一
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
工
主
主
ら
工
い
こ
と
は
一
町
民
の
み
な
さ
ん
の
さ
ら
に
深
い
ご
一

の
経
済
成
長
の
速
度
に
圃

1
1
一
樹
て
し
か
も
信
念
と
勇
気
一
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
，

Z
申
告
L

7

2

1

7

7

一
理
解
こ
よ
り
ま
し
て
、
期
限
ま
で
に
正
一

追

い

つ

い

て

ゆ

け

な

し

』

ヲ

…

を

も

つ

も

の

の

み

が

勝

利

一

り

ま

し

こ

一

申

告

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

事

項

は

、

τ
t

一

こ

と

を

力

説

し

た

。

+

穴

自

者

で

あ

る

o

万
所
得
劉
の
課
税
方
法
が
変

i
f一
通
常
次
の
と
お
り
で
す
o

一
く
申
告
が
行
な
わ
れ
、
よ
り
よ
い
町
一

そ
れ
に
対

L
2
7
7
私
達
は
農
業
を
号
、
一
倒
人
町
(
県
)
民
官
、
均
等
答
と
一

1
4告
の
所
得
金
額
一
政
の
発
展
に
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
一

は
「
昭
和
三
十
七
年
度
曽
民
一
長
漁
業
を
持
ち
、
商
工
を
持
亘
書
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
る
こ

5
7、
事

業

専

従

者

が

あ

る

場

合

の

必

要

一

し

ま

す

。

一

は

卸

売

物

価

指

数

が

若

司

丹

両

ち

、

観

光

を

き

て

い

る

一

な

っ

て

い

ま

す

。

と

こ

ろ

が

2
2
1こ
左

が

ら

一

芸

誌

泣

一

干

下

る

見

込

で

あ

る

か

汁

ゾ

先

こ

う

し

た

産

業

の

綜

合

信

号

、

葉

景

決

定

し

た

前

年

度

一

毛

筆

控

除

、

医

療

費

控

除

、

社

会

す

富

l

属
高
H
器

量

ー

一

ら
心
配
は
な
い
と
思
う
』
ド
一
大
的
関
空
図
る
と
同
時
に
一
分
の
所
得
税
額
を
課
税
標
準
と
し
て
通
一
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
一
遺
憾
受
益
陪

F
河
磁
器
務
一

」

は

い

お

い

じ

唄

仁

川

計

局

内

一

昨

日

司

堅

持

龍

一

詩

的

同

時

四

時

吋

う

け

る

肩

脱

刊

は

間

十

州

議

諒

一

て
私
達
は
大
い
に
不
満
ゆ

E

な

ら

;

一

所

得

控

徐

や

税

額

控

除

な

ど

差

し

引

一

4
、
障
害
者
、
老
年
者
、
震
な
ど
の
一
監

x事

u
普

選

i
事

選

一

品

川

県

札

詰

卦

市

れ

駅

前

時

一

三

軒

抗

駅

前

町

村

刊

口

一

蓮

司

う

け

る

た

め

に

必

婆

な

一

持

制

即

時

1
3議一

再
開
れ
わ
っ
二
十
一
億
円
の
一
ん
で
行
か
な

U
U抗
出

品

鶏

鱒

議

議

灘

間

…

出

…

一

一

一

一

担

当

部

長

当

時

間

判

官

一

港
湾
改
修
費
を
復
活
し
て
原
案
が
決

1
り
と
い
う
も
の
は
で
き
な
い
し
、
そ
れ
鱗
議
錯
騒
勝
畿
鱗
総
て
い
る
事
項
で
す
の
で
、
所
得
税
の
申
一
従
者
一
人
に
つ
き
五
万
円
限
度
、
申
告
一

七

日

日

主

化

諸

千

九

民

の

協

力

が

今

よ

り

も

強

く

機

織

鱗

犠

鶴

麟

晶

口

誉

を

提

出

し

て

い

る

方

は

な

る

べ

く

一

を

要

件

と

し

て

認

め

ら

凡

打

L

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

O
F
-
-な
け

れ

ば

な

ら

な

い

問

題

で

機

錦

織

線

踏

み

な

さ

ん

の

手

数

を

少

な

ベ

す

る

た

め

一

!41z-

一

一

つ

は

地

方

開

発

の

門

口

で

あ

る

こ

あ

る

。

側

閥

、

i
機
織

!
J融
機
関
ぬ
闘
機
鰯
問
問
そ
の
ま
ま
転
記
官
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
わ
ー
ま
、
来
た
な
す
叫
一

道
路
な
り
港
湾
な
り
は
生
産
基
盤
確
立
一
「
光
は
東
方
よ
り
」
と
い
う
言
葉
が
鞠
鱗

:i一機
総

機

騒

て

い

ま

す

。

市

民

民

話

り

は

で

し

く

ま

ん

一

の

重

な

条

件

で

あ

る

と

云

っ

て

も

云

一

あ

る

が

ま

さ

に

昭

和

三

十

七

年

の

新

春

鱗

齢

藤

勝

離

鰯

畿

纏

ま

た

、

扶

養

控

除

と

社

会

保

険

宮

…

場

帯

芯

主

釘

~

九
い
過
ぎ
で
は
な
い
し
、
特
に
私
達
の
町
一
の
光
は
東
海
岸
の
名
門
大
洗
一
仰
の
洋
上
磯
織
機
機
織
機
織
機
糟
繍
織
機
桝
機
鑓
除
だ
け
し
か
該
当
が
な
い
よ
う
な
方
は
叫
柚
陪
言
、
つ
ら
し
て
な
い
よ

の
よ
う
に
海
岸
を
持
っ
て
い
る
土
地
主
よ
り
発
す
る
こ
と
を
信
じ
た
い
o

機
織
機
織
機
織
鱗
機
附
機
織
鱗
簡
易
な
申
告
書
で
た
り
る
こ
と
に
な
っ
ん
削

M
S戸
ま

れ

は

し

ば

綴

川

機
機
織
機
織
機
約
機
織
機
て
い
ま
す
か
ら
、
税
務
課
に
相
談
な
さ
-
一
弐

B
ト

さ

そ

分

迫

れ

お

川

欝
議
犠
機
機
際
関
設KVふ
っ
て
下
さ
い
o

一

国

呆

守

埠

初

日

~

一tJ
機
鱗
j
s
議
選
陥
j

ミ

髄

州

，

i

i

調

ま

強

政

i
る
・

欄
織
機
略
;
議
鱗
¥
仁
、
二
騒

O
申

告

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

入

山

'

瀬

り

で

財

理

さ

川

鞠
3
機
機
噌

i
A機
関

F
K
v鈴
針

総

ー

回

、

て

あ

ま

の

整

下

州

開

》

総

行

機

三

九

九

間

川

町

内

に

住

所

を

有

す

る

個

人

で

、

前

年

司

ヘ

じ

が

今

保

行

付

ム

盟

関

金
¥γ
モ
ー
ぷ
中
に
所
得
の
あ
っ
た
方
は
、
通
常
の
場
川

e

ま

方

、

国

強
i

約
』

欝

機

幣

事

機

影

総

計

麟

合

す

べ

て

申

告

義

務

が

あ

り

ま

す

が

、

叫

帯

1

M

M

M
日

記

一

機

一

川

下

鞠

子

ηょ
た
髄
次
の
よ
う
な
特
別
の
人
は
、
申
告
す
る
ん

4
f
に
て
た
に
を
歪
州

f

機
議
!
シ
j

験
機
器
一
次
〈
鱗
J
鍾
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

G

-

-

カ

し

つ

騰

納

は

川

認
可
J予
h
I、
給

与

所

得

者

で

給

料

以

外

の

所

得

一

一

発

2~

一
Jii¥Jdふが
全

た

く

な

い

入

。

-

十

の

し

E
れ

に

畿即断
F
L
W絞
同
紙
勝

λ議
2
、
町
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
、
通
常
叩
品
開
ん
少
事
療
こ
の
川

立
派
な
ス
テ
ー
ジ
看
板
が
寄
贈
さ
れ
式
一
前
年
中
の
所
得
が
九
万
円
以
下
の
切
。
剖
閉
さ
の
の
医
際
納
山

奥

を

更

に

意

義

深

く

し

て

下

さ

い

ま

し

一

も

の

。

日

F
F
噌

礼

午

、

川

淵

}

一

回

目

R
H
k
i
V
4
治

ミ

7
咽

九

』

。

一

・

時

認

↓

t

'

E

l

こ

J

4

7
今
年
は
三
六

O
人
の
方
々
が
成
人
さ
一

O
申

告

書

の

提

出

先

明

司

副

閥

抗

計

一

い

れ

引

い

れ
ま
し
た
0
1

一
県
民
税
の
申
告
番
も
町
民
税
の
申
告
書
W

菌

す

皆

ま

の

り

川

(
写
真
は
成
人
式
の
風
鼠
)
一
と
同
一
の
用
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
こ

J
・1s・g
・-iSEt--FLeas-49し

、.

町

民

税

と

県

民

税

全
国
的
改
正

清

三
七
年
度
実
施

胸、t包要繋富三、

成
人
お
め
で
と
う

本
年
成
人
さ
れ
た
方
々
三
六
O
人
の
一
員
小
幡
五
朗
民
の
視
辞
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嵐
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本
年
一
月
一
日
か
ら

夫
と
往
き
別
れ
て
児
童

を
育
て
な
が
ら
生
活
と

た
た
か
っ
て
い
る
母
子

家
庭
や
、
孤
児
を
育
て

て
い
る
家
庭
に
兇
叢
の

養
育
費
の
一
助
と
し
て

「
児
霞
扶
養
手
当
」
が
支
給
さ
れ
ま
一

す
が
そ
の
受
付
け
は
昨
年
十
二
月
初

め
か
ら
役
場
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

町
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
諮
求
書
を
出

い
さ
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
忘

~
れ
ず
に
申
請
し
て
下
さ
い
。
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手

当

hr
支
給
さ
れ
る
入
、
手
当
額

~
手
続
は
次
の
通
り
で
す
。
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当
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さ
れ
る
人

V

次
の
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に
あ
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ま
る
義
務
教
育

~
修
了
前
の
児
童
(
十
五
才
に
達
し
た
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大
洗
二
、
中
、
一
ニ
中
の
統
合
に
よ
り
前
原
山
の
景

勝
地
に
建
築
が
す
L

め
ら
れ
て
い
る
統
合
中
学
校

は
第
一
二
期
工
事
の
完
成
も
目
前
に
迫
り
、
い
よ
い

よ
こ
と
し
の
新
学
期
か
ら
一
一
中
、
ゴ
一
中
の
生
徒
六

一
一
一
名
〈
学
級
一
二
)
が
入
り
授
業
が
始
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。

太
平
洋
か
い
限
下
に
し
、
鹿
島
洋
を
一
望
に
収
め

る
そ
の
雄
大
な
景
観
に
ふ
ざ
わ
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
校
舎
は
躍
進
大
洗
町
を
象
徴
す
る
か
の

如
く
、
道
行
く
人
々
の
限
を
ひ
か
ず
に
は
お
き
ま

せ
ん
。
日
頃
皆
さ
ん
の
御
協
力
に
対
し
感
謝
を
市

上
げ
完
成
后
の
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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近
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白
の
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す
る
学
年
来
日
以
前
の
児
童

及
び
引
き
続
き
中
学
校
叉
は
盲
学
校

鱒
学
校
若
し
く
は
養
護
学
校
の
中
学

部
に
在
学
す
る
と
き
は
そ
の
在
学
す

る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
と
、
母

が
な
い
た
め
招
父
母
、
兄
弟
、
利
伯

生
別
母
子

家

庭

に
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問
、
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る

児
童

五
、
父
が
一
年
以
上
生
死
不
明
の
兇

童
六
、
父
が
法
令
で
一
年
以
と
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

七
、
父
の
認

知
の
な
い
児

童八
、
拾
γ
ずを・

育
て
て
い

る
人

児
童
扶
養
手
当

忘
れ
ず
請
求
の
手
続
き
を

父
母
な
と
が
養
育
し
て
い
る
場
合
に

支
給
さ
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ま
す
。

一
、
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母
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姻
雪
解
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し
た
児
童

一
一
、
父
が
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亡
し
た
児
童
(
公
的
年

金
含
受
け
る
児
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を
除
く
0
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三
、
父
が
ほ
鍛
疾
の
児
童

ハ
支
給
の
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や
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者
、
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葉
が
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子
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祉

年
金
、
日
開
生
年
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泣
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受
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ら
れ
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ヶ
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が
大
将
と
し
て
全
国
各
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の
出
場
強
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柔
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。
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婦
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よ
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熱
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心
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強
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続
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お

り

ま

l
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f
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2
一

一
一
言
十
月
秋
田
県
下
に
お
い
て
開
催
私
ら
に
は
正
う
増
し
て
ほ
す
。
ま
た
去
る
十
二
月
一
日
に
は
パ
ス
二

j
議

機

験

機

鰻

齢

融

機

一
さ
れ
た
第
十
六
回
国
保
秋
季
大
会
に
お
次
の
支
払
し
い
。
三
口
こ
分
乗
し
て
友
部
町
み
ど
り
婦
人
一

wh
喜

一

機

線

機

燃

鱗

麟

盤

山

一
い
て
は
本
県
代
表
選
手
と
し
て
陸
L
L

の

T・
っ
た
私
ら
は
、
珂
夜
月
に
千
円
一
学
級
い
一
喜
一
会
を
行
い
婦
人
学
級
墨
田
一

hwh職
制
限
鴻
鱗
鞠
鱗
騒
騒

い
問
一
部
小
林
秀
君
(
祝
町
)
柔
道
の
部
関
根
一
で
す
が
将
来
の
老
u

人
は
「
何
千
円
L

と

一

一

川

間

i
f閥
鰯
鱒
験
機
錦
織
鱗
機
盤

側
一
忍
君
(
説
釜
町
)
レ
ス
リ
ン
グ
の
郡
高
も
ら
え
る
そ
う
で
す
ね

;
j
e
t
i
-
-

一
に
山
つ
い
て
の
難
点
、
努
力
点
、
今
後
の
瓦
機

Lfi鱗
磯
鱗
機
機
鱗
麟
盤

州
一
一
線
弘
君
(
金
沢
町
)
梅
原
正
喜
(
遜
一
℃
世
の
中
に
な
っ
た
も
ん
だ
。
も
う
高
等
に
つ
い
て
交
令
官
多
大
の
訂
縦
一
一
し
よ
い
齢
機
織
舗
網
盤

一
町
)
が
出
場
し
好
成
績
を
納
め
ま
し
た
一
一
度
二
十
才
に
若
返
っ
て
保
険
料
を
つ
二
裂
を
挙
げ
て
帰
町
い
た
し
ま
し
た
。
一
翻
ペ
コ

V
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機

機

機

騒

詰

る

一

特

に

高

校

柔

道

に

お

レ

て

は

関

根

忍

対

一

み

た

い

も

の

。

四

在

各

市

町

村

に

お

い

て

婦

人

学

級

議

影

響

幹

事

態

態

騒

騒

患
の
一
途
を
た
ど
り
最
近
は
そ
の
実
一
青
少
年
建
に
対
す
る
研
究
室
、
非
一
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E
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U
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品川ぽ昨日
d
u
u
u
M
U
M
明
日
一
日
誌
の
日
開
討
守
駐
日
一
足
見
本
町
国
保
医
療
費
一
一

U
H
Uり
ド
ー
は
は
u
h
M
t
u
u
日
時
前
即
日

1

し
で
昭
和
三
十
六
年
度
初
の
試
み
と
し
一
関
団
体
の
連
絡
協
調
等
の
犠
業
hr
押

し

一

一

に

な

り

ま

せ

ん

o

一
人
当
り
一
二

O
五
一
円
、
一
一
一
十
七
年
度
は

一
て
大
洗
町
の
う
ち
磯
浜
地
区
を
補
山
型
車
一
進
め
る
べ
く
水
戸
警
察
署
及
び
大
洗
警
一
昭
和
コ
子
五
年
度
に
医
療
費
含
国
国
体
-
た
か
?
茨
城
県
の
ば
ん
付
が
尚
ま
し
た
一
気
の
特
は
早
く
医
師
に
診
て
も
ら
一
一
人
当
り
四
五
五

O
円
も
か
か
る
よ
う

一
業
青
少
年
保
護
育
成
州
区
と
し
て
指
定
一
部
派
出
所
の
指
導
の
も
と
強
力
に
推
進
一
の
被
保
険
者
が
一
人
で
い
く
ら
つ
か
三
鶴
田
く
な
か
れ
大
洗
町
は
横
純
で
す
Q

大
一
い
う
ち
に
早
く
な
お
す
様
、
心
掛
一
に
な
る
見
込
で
す
。

一

し

て

参

り

ま

し

た

。

-

し

て

参

り

ま

し

た

。

一
こ
れ
は
申
す
ま
で
も
な
く
青
少
年
を
一
ま
た
十
月
十
二
日
に
は
県
立
子
供
の

一J
山

地

域

ぐ

る

み

の

強

い

力

家

に

お

い

て

全

役

員

が

集

一

に

よ

っ

て

指

導

育

成

し

ノ

¥

り

指

導

者

と

ιて
の
談
習

一

環

境

の

浄

化

等

に

実

践

'

え

M

を

受

け

心

構

え

を

新

た

に

一
活
動
を
強
化
促
進
し
愛

1
L

・
ン
し
十
一
月
よ
り
十
ご
月
に

の
手
で
青
少
年
の
健
全

4

A

A

司
自
か
け
て
連
日
各
町
内
の
理

な
育
成
金
図
ろ
う
と
去

H
生

事

及

び

指

導

員

が

中

心

に

う

払

の

で

あ

り

ま

す

。

.

‘
.

L

X

な
っ
て
町
内
別
懇
談
会
を

町

に

お

い

て

も

こ

の

〈

h
h

隅
な
く
実
施
し
、
お
父
さ

大

切

な

事

業

を

ど

の

よ

ク

Q

H

H

ん
お
母
き
ん
方
と
共
に
ひ

う
な
方
法
に
よ
っ
て
よ

1
ト

由

同

ざ

を

交

え

て

家

庭

教

育

の

り

効

果

的

に

推

進

す

れ

廿

ufr
〉
巳
商
よ
り
も
大
い
に
話
し
合

ば
よ
い
か
等
に
つ
い
て
|
川

-

M

U

い
こ
の
活
動
を
大
い
に
効

昨

年

七

月

よ

り

各

関

係

争

O
U

瀧
除
果
あ
ら
し
め
ま
し
た
。

団

体

機

関

等

と

数

回

に

ロ

ド
S

F

T

ま
た
冬
期
休
校
中
は
楽

亘
り
協
議
し
盛
り
上
る

F
2

、
，
し
い
休
み
期
間
で
あ
る
よ

カ
に
よ
っ
て
八
月
二
十

b
ノ

サ

う

各

町

内

毎

に

役

員

が

中

三
日
第
一
中
学
校
に
お

υJ
昼
間
心
と
な
っ
て
愛
の
パ
ト
ロ

ド

て

磯

浜

地

区

全

住

民

主

円

ー

l
ル
広
報
を
行
っ
て
参
り

を
会
員
と
し
て
会
長
に

J

ま
し
た
。
青
少
年
の
健
全

は
町
長
加
藤
清
民
副
会
長
に
は
吉
川
賢
一
な
育
成
は
私
達
地
域
住
民
の
手
に
よ
っ

一
郎
民
古
川
政
次
氏
及
び
理
事
を
三
十
一
て
施
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ど
う
か
本
事

入
名
指
滋
員
二
二
八
名
幹
事
二
名
を
選
一
業
の
趣
旨
を
充
分
御
到
解
い
た
だ
き
、

出
し
磯
浜
地
区
青
少
年
健
全
育
成
会
が
一
よ
り
よ
い
明
る
い
社
会
造
り
に
十
二
分

力
強
く
発
足
い
た
し
ま
し
た
e

一
の
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
心

続
い
て
青
少
年
を
害
す
る
環
境
の
浄
一
ま
す
。
〈
写
真
は
指
潟

躍

進

す

る

b
母
さ
ん
方

大
い
に
勉
強

ス
ポ
ー
ツ
大
洗

L
、
夏
海
地
区
婦
人
学
級

ラ J

あ半、

横綱 i'.日立市
// (張出) 大洗町
大関桜村
関脇 l 勝田市
小 結那珂湊市
部頭1'常北町
2 北茨域市
3 金砂郷村
4 常澄村
5 i 波崎町
6 :.阿見町
7 .東海村
8 藤代町
9 :神栖村
、10 取手陣
11' 新利根村
両1.結城市
2 谷田部町
31 牛久町
41茎崎村
5 I 桂 村
6 .大宮町
ー民淘吋一__..::i;;;:._.4記lt-_.111::(， 

8 旭村
9 下舘Jf:i
10: 麻生町
11，河内村
12 :千代岡村
13:玉造町
14 潮来町
15 .笠間市
16 境町
17 I 東 村
18 i 守谷町
19 i大洋村
20 大子町
21 j 鹿島田J
22 I美和村
23 利根町
24 i 三和村
25 I御前山村
26 I小 JII IBJ 
27 I七会村
28 I関城町
29 I ハ、恕~ IBJ 
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U
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バ
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I
l
nヲ
内
，

t
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n
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今
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A
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U
バ
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t
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O
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J
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八
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昭和37年2月10日

昭
和
三
十
五
年
度
被
保
険
者
t

一

人
当
り
療
養
諸
費
費
用
額
番
付

4
4
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A
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4
4
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4
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方 l

出島村
古河市
水戸市
土浦市
新治村
那珂町
瓜連町
岩瀬町
十王町
茨滅町
高萩市
石岡市
内原村
美浦村
牛堀町
竜ケ崎市
江戸崎町

真壁町
大穂町
常陸太田市
千代川村
石下町

1k海道市
筑波町
伊奈村

岩間町
桜川村
北浦村
大野村
重量里町
明野町
谷和原町
総和村
美野里町
鉾田町
水府村
大和村
主王震村
猿島町
下葉市
八千代村
里美村
協和村
山方町
緒川村

(3) 

3
3
9

建
設
営
守
3

3
絡
す
道
警
護
謀
議
議
?
議
警
警
翼
賛
議

S
u
A
1

国民年金保険料は3ヶ月分毎にまとめて1月4月7月10月に
積み立てます。

34才未満は月100円35才以上は月150円です。

保険料を滞納すると何んの年金ももらえません。
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霊
童
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十

『
夕
暮
れ
は
明
る
か
る
べ
し
』

と
云
う
聖
匂
が
あ
る
が
人
生
の

夕
暮
老
年
期
も
国
民
年
金
で
明

-‘験、4脳“"・噂帽N脳--吋開..、・--噌時阿，、

る
く
豊
に
過
し
た
い
も
の
で
お
る

冨亘書雲一=5552==E=一望書吉田一一一一一回一一=E===一一一==昌一一一
SE--

ゐ
あ
)q. 
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(4) 

5ミ』必融叩吋キ駒山J ト

f 

手

会 湾会斉 椀旗山踊た団十組が艦ら式は 待のとがげ筆るし工場持備ま折がり にゆきを例十で成力関 でた入の潜実極 る町
議建議藤定賀行車り広一八合無飾れの祝町つ;y吊ロ石の岩そを前工万れ柄打勇こ行〈起ト犬一、をを係そすこ百継湾を的数願民港
員談員遅刻一亨fJ 、のス同人の数用、横大内てノさ iの，基上の永に事端、のちまのわの工し祭日去み得者の 0 と万続と結な年いの湾
、局、輸が色奉町行ゲ五衆山に大漁断洗のiい」れプ言白石県完久は現撃前好上し日れ中式記の有るまて皆后 は円毒事しび猛前で五媛
県長港大近に祝立進笠十の車か旗船模浴辻ま入、で念 λ 知成に建場つ日天げく早まにが念佳賀十しほ様資 既の業て、運かあ十設
担、湾侵づぬ柔中隊の名勢にか小のが起々しれ知高石み事を記設の fニ来にら:tt朝し盛厳すき神ーたぼ方材 に予で採昭動らり余突
当他局をくり剣小犬そに揃つげ旗満張工にたを事々)か直祈念着会海準恵れ火ょた大しべ日社月の完の級 お算総択和の朝ま年現
係本長はにつ道学洗ろよい Y ら 御入知が工さ三結野しにの

i i説鉛恥i記記;以i; i出i盟賠!肝i!転日惜出j討認訓;i話i詰iトトトLんいい一J砂-ぷぶμい;ム一一んたいふいιふふρ心γ犠j瀦福海将強鈴よ 汚汚k司4込して下九弘九九丸丸弘べ弘弘弘~丸丸
民時雇詩富U防間含鵠譲2見霊里門更 撃熱 感轡糠鞭午;ι川 寸;号;;ふ 、ゾ川、川γ1百l九怜L主1λ勾:与一勾均い込三ギ必山ιρ:三ふ;ケ九〉

一 、 愛総i退5二J 譲鱒寧 ; 、ノ 、ぷ令 Ij~ト〆 撃螺轡 ": I磯翠忍ソ一一一 h 十 装飾!燃料，ノとす基 しら遠の神定のめは
切「石関たず永お宮刻大かじ
りオの係。しいごに関天けめ
溶ノ投代 ム間そよ式幕五有
さ」下菱電 ずのかるのも百士
れにが者 限苦に祭辞ぎ人各
万よ岩の 頭節奏事につを位
霞つ上玉 がをすの始し i佼が
のて知串 熱想るのまり容ぞ
拍「事奉 く超のちりとすく
子ハの典 なさり篠犬つるぞ
はッ打の るせと塚洗まさく
太シちあ の、は宮神つしと
平'一下と でし私司社iたも詰

洋
の
海
上
を
い
つ
ま
で
も
す
べ
っ
て

ゆ
き
ま
し
た
。

知
事
式
辞
に
つ
づ
き
斉
幾
運
輸
大

臣
の
早
期
完
工
に
努
力
す
る
と
の
力

強
い
あ
い
さ
つ
、
各
界
代
表
の
祝
辞

の
の
ち
乾
杯
、
万
才
三
唱
、
祝
宴
と

つ
づ
き
会
場
は
希
望
と
歓
喜
に
満
ち

滋
れ
、
着
工
を
祝
う
人
々
の
心
は
い

や
が
上
に
も
ハ
ズ
ム
ば
か
り
で
し
た
、

世
紀
の
祭
典
は
夕
方
近
く
ま
で
行
は

れ
待
h
y

は
人
の
波
で
埋
め
ら
れ
た
の

で
し
た
。

そ
の
局
建
設
工
事
は
菅
原
建
設
の

主
に
よ
っ
て
折
約
の
好
天
に
恵
ま
れ

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま

で
の
状
況
は
て
東
防
波
堤
全
長
三

六
五
米
の
う
ち
昭
和
三
十
六
年
度
実

施
計
画
県
事
業
一

O
五
米
基
礎
捨
石

完
成
三

O
米
の
霞
補
事
業
の
基
礎
ハ

二
、
五
屯
l
一二、

O
屯
程
度
の
方
塊

〉
目
下
作
成
中
。
一
一
、
資
材
搬
入
道

路
巾
員
七
米
延
長
一
七

O
米
ほ
ぽ
完

成
、
昭
和
三
十
七
年
度
の
事
業
予
算

は
お
ぞ
ら
く
一
億
円
前
后
と
恩
は
れ

ま
す
の
で
今
年
の
う
ち
に
は
港
ら
し

い
形
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

「
港
湾
な
き
と
こ
ろ
発
展
な
し
」

と
は
将
に
至
言
で
あ
り
、
百
屯
の
船

一
ー
穫
が
入
港
す
れ
ば
百
万
円
の
仕
込

を
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
犬
洗
町
の
産
業
が
飛
躍
的
な

発
展
を
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
決

し
て
夢
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
町

民
皆
様
方
の
一
一
層
の
御
精
進
と
御
協

力
を
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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T上段右斉藤運輸大臣の祝辞 中段左上祝賀式場風景 T 

t 上段左岩上県知事式辞 中段左下町内祝賀風景 j 

j上段中加藤町長あいさつ 下段右大洗漁協だし 、 1 
;中段右基石おの入式 下段中仲買人組合だしと青年団;

j中段中投下された基石 下段左学童の旗行列
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